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1月末現在の会員数635人
（男性364人・女性271人）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

情 報 の 共 有 化 で 発 展 に 繋 げ た い
桑 江 良 哲 理 事 長 が 新 年 の 抱 負

新
年
仕
事
始
め
の
１
月
４
日
、
セ
ン

タ
ー
事
務
所
前
で
９
時
か
ら
安
全
祈
願

祭
が
開
催
さ
れ
、
桑
江
良
哲
理
事
長
、

又
吉
綱
一
副
理
事
長
ら
役
職
員
及
び
会

員
が
参
加
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
安
全

を
祈
願
。

桑
江
理
事
長
は
「
童
話
の
も
も
太
郎

に
登
場
す
る
猿
・
雉
・
犬
に
な
ぞ
ら
え
、

今
年
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る

情
報
を
共
有
し
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て

セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

「
セ
ン
タ
ー
の
発
展
と
安
全
」
を
祈
願

又吉綱一副理事長「事

故はあらゆる信用を失う。

安全には十分気を配り今

年こそは事故ゼロを目指

そう」。

新里勝美リーダー「昨

年は自グループからケガ

入院の事故を起こしてし

まった。今年は横の連携

を強め事故ゼロを目指す」。



（第１１８号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年２月５日（２)

下校時安全パトロール参加者数累計
（平成28年 4月～12月）

美東・東
中校地区

コ ザ
中校地区

山 内

中校地区

安慶田
中校地区

越来・宮里
中校地区

美 里
中校地区

「
声
か
け
」
被
害
19
件
発
生

積
極
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
を

小学校名
参加人数累計

（人）
前年比

声かけ
発生件数

美 原 96 4

美 里 36 3 ３

北 美 18 ▲13

中校地区計 150 ▲6 ３

安慶田 78 ▲15 ２

室 川 49 20 ３

中校地区計 127 5 ５

比屋根 25 ▲8

高 原 17 0

美 東 15 0 １

泡 瀬 22 ▲13 １

中校地区計 79 ▲21 ２

山 内 85 ▲4 １

島 袋 8 5 １

中校地区計 93 1 ２

越 来 0 0

宮 里 26 9 ４

中校地区計 26 9 ４

諸 見 9 9 ２

コ ザ 18 6

中の町 27 27 １

中校地区計 54 42 ３

合 計 ５２９ ３０ １９件

沖
縄
県
警
が
平
成
25
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ゆ

い
ま
ー
る
活
動
」
が
犯
罪
の
未
然
防
止
な
ど
学
校
周

辺
の
治
安
向
上
に
効
果
を
表
し
て
い
る
。
沖
縄
警
察

署
生
活
安
全
課
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
に
沖
縄
市

内
で
起
き
た
児
童
を
対
象
と
し
た
前
兆
事
案
（
声
か

け
）
発
生
状
況
は
前
年
よ
り
減
少
し
た
も
の
の
19
件

起
き
た
と
い
う
。
（
左
表
）

発
生
状
況
を
時
間
別
で
み
る
と
午
前
７
時
～
９
時
、

午
後
は
３
時
～
７
時
の
間
に
多
発
し
て
い
る
。
発
生

就
業
拡
大
委
員
会

平
成
28
年
度
第
２
回
「
就
業
拡
大
委
員
会
」
（
徳

永
軍
一
委
員
長
）
が
12
月
21
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室
で
開
催
さ
れ
た
。

一
般
就
業
・
派
遣
が
人
員
不
足
と
い
う
状
況
の
も

と
、
会
員
の
拡
大
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

「
入
会
促
進
」
ビ
ラ
配
布
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
チ
ラ
シ
配
布
を
積
極
的
に
行
う
と
共
に
、
理
事
が

中
心
と
な
り

「
自
治
会
長
協

議
会
」
を
通
じ

て
各
自
治
体
ご

と
に
「
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」

認
知
の
た
め
の

説
明
会
開
催
を

申
し
合
わ
せ
た
。

ま
た
、
会
員
一

人
ひ
と
り
が
就

業
拡
大
・
創
出

に
関
心
を
持
ち
、

情
報
提
供
に
協

力
し
て
も
ら
い

理
事
会
へ
の
積

極
的
な
提
言
も

併
せ
て
行
う
こ

と
等
を
確
認
し

た
。

委
員
会
出
席
の
徳
永
軍
一
委
員
長
、

森
竹
邦
良
担
当
職
員
、
塩
川
初
江
委

員
、
東
條
正
躬
委
員
（
写
真
右
か

ら
）

場
所
は
住
宅
街
が
多
い
。
主
な
事
案
内
容
は
「
か
わ

い
い
ね
、
一
緒
に
写
真
撮
ろ
う
」
「
お
家
ど
こ
」

「
お
菓
子
あ
げ
る
か
ら
、
車
に
乗
っ
て
」
「
や
っ
て

ほ
し
い
事
が
あ
る
」
な
ど
の
他
に
卑
猥
な
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
事
例
も
。

当
セ
ン
タ
ー
各
地
区
の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
も
沖
縄
警
察
署
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
支
援
要
員
の

方
と
一
緒
に
児
童
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。
児
童
を

事
件
・
事
故
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
安

心
、
安
全
感
の
向
上
に
繋
が
り
、
明
る
い
地
域
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
更
に
参
加

者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。



（３）平成２９年２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１８号）

作
業
前
の
安
全
・
危
険
予
知
の
確
認
を

連
合
と
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

連
合
と
の
合
同
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が

12
月
22
日
、
黒
潮
公
園
現
場
で
行
わ
れ
た
。

連
合
の
照
屋
栄
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指

導
員
は
「
作
業
前
の
安
全
・
危
険
予
知
の
確
認
を
全

員
で
繰
り
返
し
行
っ
て
頂
き
た
い
」
と
強
調
。
ま
た
、

近
隣
の
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
脚
立
使
用
時
で
の
事

故
を
検
証
、
脚
立
使
用
で
の
作
業
は
必
ず
複
数
で
行

う
こ
と
や
脚
立
使
用
時
の
ル
ー
ル
を
厳
守
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ
た
。

上
江
洲
勝
安
全
担
当
は
「
事
故
は
油
断
し
た
時
に

起
こ
し
易
く
、
い
つ
起
き
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

各
就
業
現
場
に
お
い
て
は
、
会
員
同
志
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切

に
し
な
が

ら
〝
安
全

な
就
業
は

全
て
に
優

先
す
る
〟

を
念
頭
に
、

常
に
緊
張

感
を
忘
れ

ず
に
取
り

組
ん
で
頂

き
た
い
」

と
訴
え
た
。

市 役 所 に 相 談 コ ー ナ ー
今後も継続して開設

セ
ン
タ
ー
会
員
の
活
躍
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

就
業
拡
大
・
創
出
に
繋
げ
よ
う
と
12
月
27
日
、
市

役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
た
。
今
年
度
２
回
目
。
こ
の
日
は
16
人
の
市
民

が
訪
れ
、
仕
事
の
相
談
や
同
好
会
に
つ
い
て
の
質

問
が
多
か
っ
た
。

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
た
サ
ポ
ー
ト
事
業
担

当
の
森
竹
邦
良
、
上
江
洲
勝
職
員
の
二
人
は
、

「
年
末
の
た
め
か
相
談
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
１

月
以
降
も
継
続
し
て
開
設
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

「おきなわマラソン」に参加を！
ボランティア活動で応援

第
25
回
「
２
０
１
７
お
き
な
わ
マ
ラ

ソ
ン
」
が
２
月
19
日
（
日
）
、
県
総
合

運
動
公
園
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

例
年
山
内
中
校
地
区
か
ら
多
く
の
会
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

・
実
施
時
間

平
成
29
年
２
月
19
日
（
日
）

午
後
12
時
～
14
時
30
分

・
集
合
場
所

山
内
中
学
校
駐
車
場
入
口

・
実
施
区
間

も
も
や
ま
通
り

第
５
ゲ
ー
ト
入
口
～
球
陽
高
校
前

・
準
備
用
具

手
袋
、
チ
リ
取
り
ハ
サ
ミ

第
11
回

理
事
会

第
11
回
理
事
会
（
み
な
し
決
議
）
で
以
下
の
議
案

が
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

男
性
２
人
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結
果
12
月
24
日
現
在

の
会
員
数
は
６
３
５
人
（
男
性
３
６
４
人
・
女
性
２

７
１
人
）
と
な
っ
た
。
尚
、
12
月
退
会
者
は
４
人
。

平
成
28
年
12
月
実
績
で
は
、
会
員
数
６
３
１
人
で

27
人
の
減
（
▲
４
％
）
、
就
業
実
人
員
３
７
２
人
で

22
人
の
減
（
▲
５
％
）
、
就
業
延
人
員
４
２
９
３
人

で
２
５
０
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
配
分
金
約
２
１
０

６
万
円
で
約
52
万
円
の
減
（
▲
２
％
）
、
契
約
金
額

約
２
６
７
４
万
円
で
約
49
万
円
の
増
（
１
％
）
。

契
約
金
額
ほ
ぼ
昨
年
並
み

―
12
月
実
績
ー
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
現
在
25
人
の
会

員
が
月
２
回
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

更
に
仲
間
を
増
や
し
、
健
康
増
進
と
親
睦
を
深
め

て
い
こ
う
と
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

地区
活動

美
東
・
東
中
校
地
区

今 年 も 児 童 の 安 全 を 守 り ま す ！
下校時安全パトロールの強化で新年スタート

県

警

職

員

と

合

同

で

巡

回

ー

高
原
小
学
校

ー

（写真前列右から）島袋ルミ子さん、桑江良次地

区長、垣花常次さん、古謝博子さん、（後列右から）

比嘉賢太さん、玉城キヨさん、仲眞節子さん、小底

君子さん、喜屋武盛正さん、川満三喜男さん、比嘉

祥貴さん

美
東
・
東
中
校
地
区
（
桑
江
良
次
地

区
長
）
は
「
今
年
も
児
童
た
ち
を
輪
禍
・

犯
罪
か
ら
守
ろ
う
」
と
今
に
も
泣
き
出

し
そ
う
な
雲
行
き
の
中
、
高
原
小
学
校

周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
た
。
沖
縄

警
察
署
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
要
員
の
比

嘉
賢
太
さ
ん
、
比
嘉
祥
貴
さ
ん
の
二
人

も
参
加
、
12
人
の
会
員
と
地
区
内
の
巡

回
を
行
っ
た
。

高原小学校の下校時パトロールを約10年

近く続けているという仲村健さん、鈴木勝

子さん、仲村深雪さん（写真右から）。

「今日からまた元気で頑張ります」と明る

い笑顔で話してくれました。

◎
「
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
へ
の

参
加
に
つ
い
て

毎
週
水
曜
日
に
各
中
校
地
区
で
実
施
し
て
い
る

「
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
へ
の
参
加
会
員
が
減

少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
「
下
校
時
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
会
員
の
活
動

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
多
く
の
会
員
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

仲

間

を

募

集

中

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
概
要

＊

プ
レ
ー
日

毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

＊

場

所

美
里
公
園

＊

年

会

費

２
５
０
０
円

＊

総

会

４
月
に
残
波
ホ
テ
ル
に
て

プ
レ
ー
、
食
事
、
会
議

＊
そ
の
他
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
等
の
楽
し
い
行
事
も

行
っ
て
い
ま
す
。

＊
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー
事
務
局
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安
慶
田
中
校
地
区

健 康 長 寿 で 今 年 も 明 る く
に ぎ や か に 新 年 会

わ っ た ～ 同 好 会

1月16日、デイゴホテルで行われた安慶田中校地区

（小橋川洋一地区長）の新年会には21人が参加。

唄、踊り、ゲームで盛り上げ今年の健康長寿を誓い

合った。

金
城
ツ
ル
さ
ん
か
ら
古
希
を
迎

え
た
幸
地
克
信
さ
ん
に
お
祝
い

の
花
束
贈
呈
。

新
年
を
祝
い
「
か
ぎ
や
で

風
」
を
舞
う
渡
久
地
悦
子
さ

ん
、
新
垣
秀
子
さ
ん
、
仲
田

ヒ
ロ
子
さ
ん
（
右
か
ら
）

渡
久
地
悦
子
さ
ん
、
豊
里
昌
稔
さ
ん
が
優
勝

新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
21
人
参
加

新
年
会
で
表
彰
式

男 子 女 子

優 勝 豊里 昌稔 渡久地悦子

準 優 勝 大盛 英俊 中地 初枝

３ 位 島袋 政夫 大盛 春子

ﾗｯｷｰ７賞 大城 常英 -

10 位 屋嘉比政市 -

15 位 真喜屋実興 -

ブービー賞 石川 静子 -

入 賞 者

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
（
山
田

浩
会
長
）
は
１
月
15
日
、
恒
例

の
新
春
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ウ
ル
で
開
催
。
女
子

は
渡
久
地
悦
子
さ
ん
、
男
子
は

豊
里
昌
稔
さ
ん
が
優
勝
し
た
。

表
彰
式
を
兼
ね
た
新
年
会
は
、
場

所
を
変
え
て
カ
ラ
オ
ケ
ハ
ウ
ス
ト
マ

ト
で
行
わ
れ
、
時
間
を
忘
れ
夕
方
ま

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。
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シルバー人材センターで得た配分金収入（雑所得）に対する所得税の取扱いは、次の通りとなります。

【例 1】センターからの配分金以外に所得税の対象となる所得が全くない会員（65歳未満）の場合

配分金額80万円（年間）－必要経費控除（特例）65万円－基礎控除38万円＝所得課税≦０

この場合、税務署への確定申告は不要となりますが、市県民税の申告は必ず行ってください。

【例 2】センターからの配分金以外に他の公的年金等を受給している会員（65歳以上）の場合

［配分金－必要経費控除（特例）65万円＋（公的年金等－公的年金等控除）]

－［（基礎控除38万円＋その他の所得控除）]×適用税率＝所得税額

（注）上記2例中（必要経費控除）の額については、配分金が65万円未満の場合はその配分金相当額となり

ます。

なお、配分金・公的年金以外の「雑所得」、「事業所得」、又は「給与所得」のある方については、

例1、例2の取扱いとは異なりますので、最寄りの税務署にお問合わせ下さい。

☆ 公的年金控除の計算

センターに加入している会員の方々には公的年金を受給している人も多いと思われますが、公的年金

等も所得税法上は雑所得となります。

☆ 公的年金等の収入に対する控除額は下記の通りです。

◎ 65歳未満の人（昭和27年1月2日以降生まれた人） ◎ 65歳以上の人（昭和27年1月1日以前生まれた人）

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて

公的年金等の収入額 公的年金等控除額

70万円超130万円未満 70万円

130万円～410万円未満 年金収入×0.75-37.5万円

410万円～770万円未満 年金収入×0.85-78.5万円

770万円～ 年金収入×0.95-155.5万円

公的年金等の収入額 公的年金等控除額

120万円超330万円未満 120万円

330万円～410万円未満 年金収入×0.75-37.5万円

410万円～770万円未満 年金収入×0.85-78.5万円

770万円～ 年金収入×0.95-155.5万円

＊ 年金所得者の申告手続きが簡素化されます ＊

その年において公的年金等に係る雑所得を有する居住者で、その年中の公的年金等の収入金額が400

万円以下であり、かつ、その年分の公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合に

は、その年分の所得税について確定申告を提出することを要しないこととされました。ただしこの場合

でも住民税の申告は必要です。

確定申告会場（沖縄商工会議所ホール）の開設期間はＨ29・2・16～3・15（土日・祝日除く）

新
入

会

員

紹

介

１
月
24
日
付
で
２
人
（
男
性
２
人
）
が

新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

宮
里

弘

（
美
里
中
校
地
区
）

新
垣

清
豊

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〟

・
開
催
日

平
成
29
年
２
月
22
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
２
月
20
日
（
月
）
ま
で
に

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
繰
越
し
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
見
逃
す
な

ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ

あ
の
経
験
」



老齢症候群に対しての運動

足の筋力トレーニング

（７）平成２９年２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１１８号）

健

康

講

話

事
務
局
だ
よ
り

徳
洲
会
病
院
内
で
行
わ
れ
た

知
名
正
史
理
学
療
法
士
の
講
話
よ
り

～

沖
縄
市
Ｓ
Ｃ
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
ひ
や
り
と
し
た

あ
の
体
験
を

今
活
か
せ
」

所
得
税
申
告
等
に
必
要
な

「
平
成
28
年
配
分
金
支
払
証
明
書

」

は
事
務
局
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

就
業
日
報
は
、
作
業
が
終
わ
り
次
第
、
事
務
局

に
提
出
願
い
ま
す
。

月
末
ま
で
作
業
し
た
人
は
、
翌
月
の
１
日
に
は

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

会
員
番
号
の
誤
記
入
が
無
い
よ
う
に
、
も
う
一
度

確
認
願
い
ま
す
。

就

業

日

報

を
提
出
し
よ
う

無

事

故

記

録

平
成
28
年
12
月
７
日

～

29
年
１
月
27
日
現
在

５２日

配
分
金
支
払
証
明
書
の

受
け
取
り
に
つ
い
て

「
老
年
症
候
群
」

対
処
方
法
（
上
）

老
年
症
候
群
と
は
・
・
・

◎

認
知
症
や
高
齢
者
に
よ
る
筋
力
低
下
、
関
節
の
痛
み
、
骨
折
・

転
倒
と
い
っ
た
症
状
が
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
行
え
て
い

た
生
活
が
で
き
な
く
な
る
状
態
で
す
。◎

そ
の
他
に
も
サ
ル
コ
ペ
ニ

ア
（
筋
肉
減
少
症
）
や
軽
度

の
認
知
機
能
障
害
、
尿
失
禁

や
呼
吸
障
害
も
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
対
処
法
を
２
回
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
。

知名正史
中部徳洲会病院
理学療法士

日本人の平均寿命

平成24年 平成25年 増 加！

男 性 79.94歳 ⇒ 80.21歳 0.27歳

女 性 86.41歳 ⇒ 86.61歳 0.20歳

平均寿命は確実に伸びていますが、健康でい

られる寿命も伸びているのでしょうか？

答は、健康寿命ではなく不健康寿命が伸びてい

るのです。

医療技術の発達に伴い、以前は助けることが

できなかった病気でも、現在では治療する事が

出来るようになったことも要因の一つです。

立位で股屈曲

アンチエイジング

（抗老化、抗加齢）

大 股 筋

立位で股外展

生活活動量の維持

向上

中 股 筋

立位で足底屈

歩行能力低下の予防

ヒ ラ メ 筋

座位で膝伸展

歩行能力の維持向上

大 腿 四 頭 筋



２月の予定

10
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

24
日
（
金
）
午
前
10
時

理
事
会

22
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

編

集

後

記

編

集

上
原

秀
雄

東
條

正
躬

田
中

穣

（第１１８号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年２月５日（８)

二
月
四
日
は
二
十
四
節
季
の
立
春
。

や
ん
ば
る
で
は
桜
が
咲
き
、
春
め
く
が
寒

の
戻
り
が
あ
っ
て
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続

く
。
だ
が
、
季
語
で
は
立
春
の
前
に
節
分

が
あ
り
、
寒
明
け
、
梅
、
ウ
グ
イ
ス
、
三

寒
四
温
な
ど
心
が
ウ
キ
ウ
キ
す
る
よ
う
な

季
節
を
迎
え
る
。
春
夏
秋
冬
の
ス
タ
ー
ト

月
で
も
あ
る
二
月
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
試
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

た
だ
、
い
く
ら
心
ウ
キ
ウ
キ
で
も
焦
り

は
禁
物
。
仕
事
の
面
で
も
車
の
運
転
で
も

慎
重
に
い
き
ま
し
ょ
う
。


